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北
海
道
農
業
士
に

　
　

中
井
純
基
さ
ん
が
認
定

　

北
海
道
農
業
士
に
中
井
純
基
さ
ん
（
蘭

越
町
）
が
北
海
道
知
事
か
ら
認
定
さ
れ
、

２
月
19
日
、
札
幌
市
に
お
い
て
認
定
証
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
27
日
に
は
、
役

場
を
訪
れ
、
金
町
長
に
農
業
士
称
号
贈
呈

式
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
農
業
士
は
農
業
経
営
改
善
に
積

極
的
に
取
り
組
む
地
域
の
若
手
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
す

る
農
業
者
に
対

し
北
海
道
が
認

定
し
て
い
る
も

の
で
、
本
町
の

認
定
者
は
13
人

と
な
り
ま
す
。

日
赤
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　

全
道
大
会
総
合
準
優
勝
！

　

２
月
24
日
、
南
富
良
野
市
で
開
催
さ
れ

た
第
47
回
北
海
道
日
本
赤
十
字
ス
キ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
競
技
大
会
に
お
い
て
、
後
志
Ｂ
チ
ー

ム
が
見
事
総
合
準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
お
け
る
蘭
越
町
民
の
受
賞

は
、
昭
和
48
年
の
第
１
回
大
会
総
合
準
優

勝
以
来
、46
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

△後志Ｂチーム

　後列左から、髙田将志さん、谷口敦哉さん、

　加藤満幸さん、山本秀明さん、志比川清史さん

　（前列は大会役員）
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子育て支援センター「豆まきの会」
第７回蘭越町卓球協会長杯小・中学生卓球大会
第７回総合体育館スポーツクラブ
蘭越地域食堂実行委員会
蘭越町農業セミナー
ほくでんエネルギーパネル展示会
蘭越高校生除雪ボランティア

蘭越町パークゴルフ協会役員会
第８回総合体育館スポーツクラブ（閉講式）
後志地区地域子ども会育成連絡協議会「育
成者研修会」
蘭越町移住・定住ネット「いる人きた人トーク」
蘭越高校音楽同好会第12回ミニコンサート
第20回老人クラブスポーツ交流会
おやこ交流体験事業「まめっこクラブ」「ま
めっこ小学校」
子どもの読書活動推進事業「人形劇と読み
聞かせ・ワークショップで楽しく交流！」
第40回蘭越町スキー連盟杯争奪ジャイアントス
ラローム記録会並びにジュニアスキーテスト
蘭越自然探検隊学習会
第１回蘭越町議会臨時会
蘭越町交通安全協会蘭越支部役員会
蘭越町国民健康保険税審議会
くらし・なんでも巡回相談会
蘭越町交通安全協会役員会
第２回教育委員会会議
蘭越町パークゴルフ協会総会
第65回蘭越町スキー大会兼第45回小学校
冬季体育大会

函館本線「山線」の存続と鉄路を考えるつどい
子育て支援センター「ひなまつりお楽しみ会」
蘭越町交通安全協会蘭越支部総会
蘭越町ふれあい通信運営審議会
第21回蘭越町農業委員会総会

北
海
道
産
業
貢
献
賞
表
彰
を
受
賞

 

蘭
越
町
農
業
委
員
会
委
員
・
会
長
と
し
て

　
　
　
　
　
　  

地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献

２
月
13
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

札
幌
（
札
幌
市
）
に
お
い
て
、
北
海

道
産
業
貢
献
賞（
農
業
関
係
功
労
者
）

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
福
村
正
見
氏
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

平
成
５
年
か
ら
農
業
委
員
会
委

員
、
平
成
20
年
か
ら
会
長
と
し
て
強

い
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
農
業
委
員

会
の
組
織
強
化
に
取
り
組
む
な
ど
、

地
域
農
業
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

福
村 

正
見
さ

ん
（
字
水
上
）
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３
月
に
入
り
、
別
れ
と
新
た
な
出

会
い
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
暖
か

い
春
の
香
り
が
、
26
年
前
に
高
校
を

卒
業
し
た
日
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。

来
月
４
月
に
は
、
い
よ
い
よ
新
元

号
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
心
機
一
転
と

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
気

持
ち
で
町
の
出
来
事
を
積
極
的
に
取

材
し
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
松
山
）

先
日
、
祖
父
・
父
・
自
分
の
三
人

揃
っ
て
飲
む
機
会
が
あ
り
、
蘭
越
で

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
普
段
は
物
静
か
な
イ
メ
ー
ジ
の

祖
父
や
父
も
い
つ
に
な
く
陽
気
で
、

い
つ
も
と
違
う
一
面
が
見
ら
れ
て
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
揃
う

こ
と
の
な
い
親
子
三
代
。
こ
う
い
う

貴
重
な
時
間
は
い
つ
ま
で
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
日
本
酒
を

二
合
ほ
ど
飲
ん
で
ふ
ら
つ
い
て
い
た

自
分
に
対
し
、「
ま
だ
ま
だ
だ
な
」

と
ほ
く
そ
笑
む
祖
父
の
顔
は
未
だ
に

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
（
島
下
）

　
短
歌
（
蘭
越
短
歌
会
か
ら
）

小
森　

チ
ナ

新
年
に
電
話
で
あ
い
さ
つ
し
て
た
の
に

突
然
姉
の
訃
報
に
涙

西
條　

美
登

し
ら
じ
ら
と
夜
明
け
の
ご
と
き
西
の
空

イ
カ
漁
の
灯
の
風
物
詩
な
り

田
中
ち
る
は

鳳
の
羽
交
の
風
に
雪
散
ら
し

飛
び
立
ち
に
け
り
名
句
残
し
て

中
林　

ト
メ

沖
縄
は
桜
花
見
と
朝
テ
レ
ビ

北
は
大
寒
白
亜
の
世
界

中
屋　

吉
恵

亡
き
母
の
着
物
い
た
だ
き
懐
か
し
く

心
優
し
き
嫁
さ
ん
く
れ
て

野
口
の
ぶ
子

荷
を
解
け
ば
名
古
屋
名
物
き
し
め
ん
に

梅
も
ま
ぢ
か
と
添
え
文
う
れ
し

宮
谷
内
誠
子

遠
雷
の
ご
と
除
雪
車
の
轟
き
を

ま
ど
ろ
み
の
中
頼
も
し
く
き
く

脇
山　

好
子

友
か
ら
の
賀
状
に
描
か
れ
し
猪
の

元
気
は
弱
き
吾
を
励
ま
す

吉
田　

文
子

荒
れ
狂
ふ
風
雪
や
み
て
青
空
ゆ

光
広
ご
り
今
宵
女
子
会

久
保
田
飛
鳥

叔
父
く
れ
し
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
旅
行
代

セ
ッ
ト
ス
キ
ー
と
ブ
ー
ツ
に
変
わ
る

　
俳
句
（
蘭
越
俳
句
会
か
ら
）

 

西
岡　

孝
一

大
寒
波
列
島
つ
つ
み
大
あ
ぐ
ら

田
中　

水
月

四
苦
八
苦
よ
も
や
四
人
の
春
句
会

中
兼
裕
美
子

じ
っ
と
耐
え
次
の
世
を
待
つ
冬
木
立

上
野　

朝
子

息
つ
め
て
闇
に
身
を
置
く
吹
雪
の
夜

　
〜
師
（
故
・
石
坂
壽
一
氏
）
を
偲
ん
で
〜

石
坂　

寿
鳳

良
く
喋
る
畳
の
上
の
夫め

お
と
び
な

婦
雛

　

蘭
越
俳
句
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
初
め
て
の
方
で
も
俳
句
に
興
味
が
あ
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
入
会
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
☎
57
・

５
０
３
０
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
せ
。

会
い
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
暖
か

卒
業
し
た
日
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。

号
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
心
機
一
転
と

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
気

持
ち
で
町
の
出
来
事
を
積
極
的
に
取

材
し
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

（
松
山
）

揃
っ
て
飲
む
機
会
が
あ
り
、
蘭
越
で

祖
父
や
父
も
い
つ
に
な
く
陽
気
で
、

貴
重
な
時
間
は
い
つ
ま
で
も
大
切
に

自
分
に
対
し
、「
ま
だ
ま
だ
だ
な
」

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　

（
島
下
）

タイトル ：「冬池」

出  品  展：「第３５回日展」

制  作  年：平成１５年
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△ 2/6　ひばり幼稚園を彩る雛飾り




